
豊川市週休２日工事実施要領  

 

（趣旨）  

第１条  この要領は、建設業における担い手の確保・育成のため、豊

川市が発注する工事において週休２日の普及を推進し、建設現場の

環境改善を図ることを目的として、週休２日工事を実施するに当た

り、必要な事項を定める。  

（定義）  

第２条  この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各

号の定めるところによる。  

⑴  対象期間  現場施工に着手した日（準備期間は含まない。）から

現場施工が完了した日（後片付け期間は含まない。）までの期間を

いう。ただし、夏季休暇（３日間）、年末年始休暇（６日間）、工

場製作のみの期間、工事事故等による不稼働期間、工事全体を一時

中止している期間、天災に対する突発的な対応期間（受注者の責に

よらず週６日以上の現場作業を余儀なくされる期間）、その他受注

者の責めに帰さない理由により休工又は現場作業をする期間は除

く。  

⑵  現場閉所  巡回パトロール、保守点検等、現場管理上必要な作業

を行う場合を除き、現場事務所での事務作業を含めて１日を通して

現場及び現場事務所が閉所された状態をいう。  

⑶  完全週休２日（土日） 第２条第１項１号に規定する対象期間内

において「土曜日」「日曜日」を基本の現場閉所とすることをいう。

この場合において、１週間の定義は、「月曜日から日曜日まで」と

する。ただし、地元条件により、土曜日又は日曜日に作業を行う場

合は、同一週で土日に代わる現場閉所日（振替閉所日）を指定する

ものとする。また、夜間工事は曜日を跨ぐため、週７回の夜間のう

ち、土曜日から日曜日へ跨ぐ夜間、日曜日から月曜日を跨ぐ夜間で

現場閉所を行っていれば、完全週休２日（土日）を達成していると

みなす。  



⑷  月単位の週休２日  対象期間内のすべての月ごとにおいて現場

閉所率（休工日数 /対象期間日数）が 28.5％（４週８休）以上であ

ることをいう。ただし、暦上の土日の閉所では 28.5％に満たない月

は、その月の土日の合計日数以上に現場閉所または休日確保を行っ

ている場合に４週８休（ 28.5％）以上を達成しているとみなす。ま

た、工事着手月、完成月及び週休２日の対象外とする期間を含む月

においても、その月の対象期間内の土日の合計日数以上に現場閉所

または休日確保を行っている場合に４週８休（ 28.5％）以上を達成

しているとみなす。  

⑸  通期の週休２日  第２条第１項１号に規定する対象期間内にお

いて現場閉所率（現場閉所日数 /対象期間日数）が 28.5％（４週８

休）以上であることをいう。  

（対象工事）  

第３条  豊川市の発注工事で、単価適用日が令和８年 10月１日以降の

工事（主に土木工事）を週休２日工事の対象とする。ただし、次の

各号に掲げるいずれかに該当する工事は対象外とするが、受注者が

施工計画書の提出時に、現場閉所予定日及び非対象期間がわかる現

場閉所計画表（別紙１）（以下「計画表」という。）を提出し、発

注者が対象工事となり得ると判断する場合にのみ対象とすることが

できる。  

⑴  工程が現場条件に大きく制約される工事  

⑵  緊急性がある工事  

⑶  著しく施工期間が短い工事（例えば、現地作業が１週間に満た

ない工事）  

 ⑷  通年維持工事等小規模な現場が点在する工事  

２  「建築工事及び設備工事並びにこれらに関連する工事（公共建築

工事費積算基準を適用する工事）」については、「建築系工事にお

ける豊川市週休２日モデル促進工事試行要領」により行う。  

（取組内容）  

第４条  工事の取組内容は、次に掲げるものとする。  



発注者は、原則週休２日工事を発注者指定型として発注する。こ

の場合において、受注者は施工計画書の提出時に計画表を発注者に

提出し、確認を得る。  

２  受注者は、本取組の趣旨を踏まえ、休日の「量」の確保だけでな

く「質」の向上のため、完全週休２日（土日）を目指すものとする。  

３  受注者は、週休２日工事である旨を看板等で掲示する。（別図）  

４  週休２日の実施に伴う工期の変更は認めない。  

（実施報告）  

第５条  受注者は、前月までの実施結果（現場閉所日及び非対象期間

を明示）を毎月５日までに工事打合簿により発注者に提出しなけれ

ばならない。最終月については、工事の完成等の時期が明確になっ

た後、速やかに提出しなければならない。  

２  受注者は、前項の状況が確認できる書類（工事記録等）を併せて

発注者に提示しなければならない。  

 （工事費の積算）  

第６条  国、愛知県の取扱いに準じ週休２日に係る経費補正を行わな

い。ただし、「港湾・漁港工事」の経費補正については「愛知県週

休２日工事実施要領（港湾・漁港工事編）」の週休２日の取得に要

する費用の計上により、「農地工事及び林務工事」の経費補正につ

いては「週休２日工事実施要領（愛知県農業水産局・農林基盤局）」

の週休２日の取得に伴う経費の補正により行う。  

（工事成績評定）  

第７条  工事成績評定については、次のとおりとする。  

⑴   完全週休２日（土日）を満たした場合は、工事成績評定で１点

を加点するものとする。  

⑵   週休２日を満たない場合であっても、工事成績評定の減点は行

わないものとする。ただし、提出された計画表が週休２日の取得

を前提にしていないなど、明らかに受注者に週休２日に取り組む

姿勢が見られなかった場合は、工事成績評定の「７  法令遵守等」

の項目において、２点を減点するものとする。  



（工事名）  

第８条  発注者指定型により週休２日工事として発注する工事は、原

則として工事名の末尾に「（週休２日）」を追記するものとする。

ただし、やむを得ないと認められる場合には、これを省略すること

ができる。  

  

  

  

  

附則  

この要領は、令和元年 11月１日から施行する。  

附則  

この要領は、令和３年４月１日から施行する。  

附則  

この要領は、令和５年４月１日から施行する。  

附則  

この要領は、令和６年１月１日から施行する。  

附則  

１  この要領は、令和７年１月１日から施行する。  

２  豊川市週休２日モデル工事試行要領は廃止する。  

附則  

この要領は、令和８年１月１日から施行する。  

附則  

 １  この要領は、令和８年 10 月１日から施行する。  

 ２  豊川市週休２日工事実施要領（令和８年１月１日）を適用して

いる週休２日工事については、改正後の規定にかかわらず、なお

従前の例による。   



(別図 ) 

 

（記載内容の例）  

 

週休２日工事  

  

この工事は、建設業の労働環境を改善するため、週休２日の確

保に取り組む工事です。  

 

発注者：豊川市○○部○○課  

施工者：○○○○○○  

                                         

※  大きさは、Ａ３サイズ以上とする。  

 

 




